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猛暑が過ぎ、秋風が心地良い季節となりました。皆様いかがお過ごしでしょうか。
9月の定例会では、豊作のヤマナシの実を沢山食べました。長十郎のような味がしてなかなか美味しかったですよ。ヤマナシの実はクマの大好物で、クマがやって来て食べた跡があることから、荒れ地だった植林地が森らしくなってきたことを実感しています。

10月は、恒例の木の実拾いを行います。今年はクマの大好きなブナの実が豊作なので、国立青少年野営場付近でブナの実を拾います。午後は、初めての小鳥の巣箱作りに取り組みます。また、大きく育った木の枝打ちを行いますので、是非体験してみてください。枝打ちは、小柄な女性でも大丈夫、小学校高学年でも出来ますよ。秋の南蔵王でお子さんも一緒に楽しく過ごしませんか。
　✾ブナの実を拾う会＆小鳥の巣箱作りのご案内✾
日時　　　２０１３年１０月１３日（第２日曜日）
場所　　　蔵王のブナと水を守る会作業小屋周辺

集合　　　午前９時３０分　　白石市役所駐車場（場所のわからない方）

　　　　　午前１０時　　　　作業小屋（丸太小屋）（自力で来られる方）

参加費　　大人　　５００円（保険料込み）　　
小学生以下　　１００円（保険料）

持ち物　　昼食・飲み物・雨具・軍手・長靴

申込み　　車の手配や保険への加入がありますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・
電話番号・集合場所・交通手段の明記をお願いします。
申込締切　　　　　　１０月６日（日）　メールかFAXで申し込んでください
申込・問い合わせ先　特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　事務局

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:　　http:/www.zao.org　(参加申込書)
E-mail　　　mail@zao.org
TEL&FAX　　　0224-55-4438
　　　　　　　　　　　《植林祭で感謝状を贈呈》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
理事長　白内 恵美子
最近は、「経験したことのないような○○○」「観測史上初めての○○○」と表現されるように、想定外の自然現象が多発しています。千年に一度の大地震・大津波、酷暑、ゲリラ豪雨、爆弾低気圧など、少し前までは考えられなかったことです。今月の台風18号による大雨は京都や滋賀、福井に甚大な被害をもたらしました。気象庁による初めての「特別警報」が出て、「ただちに命を守る行動をとるように」との緊急の呼びかけがありました。今後も、川の氾濫や土砂災害は日本全国どこでも起こりうる状況ですが、自然の猛威に対して人間はなす術がありません。

さて、6月に開催した植林祭には、企業の皆様始め160名の参加がありました。暑い中で、ササの根がはびこる所での穴掘り作業、本当にお疲れ様でした。ナショナル・トラスト地の植林は、皆様のご協力のお陰でほぼ終了しました。10年間で13ｈａの植林を終えることができ、とても嬉しく思っています。今後は、枯れた所に補植しながら、枝打ちや間伐などの育林作業に力を入れていくことになります。最近は植える本数が少なくなり短時間で植林終了となりますが、植林を始めた頃は何千本もの苗を、穴を掘っては植え、掘っては植えて、汗だくになり相当くたびれたことを思い出します。今では良い思い出ですね。苦労して植えた木は、無事に大きく育っていますよ。
２月に開催した当会の総会で、「お世話になった企業の方々に感謝の気持ちを伝えたい。」という声が上がりました。そこで、6月の植林祭の開会式において、これまで長い間植林活動にご尽力頂いた企業の皆様に「感謝状」と、西口親雄先生の著書「森はナゾがいっぱい」（ウッズプレス、昨年10月発行）を贈呈致しました。私達の「南蔵王の荒れ地をブナの森に復元したい」という大きな夢の実現に向け、一緒に植林作業に汗を流してくださった皆様、本当にありがとうございました。また、参加できなくとも賛助会員として支えてくださった皆様にも感謝申し上げます。
今後の活動の中心は、育林作業と森らしくなってきた場所に自然観察路を作ることです。この観察路が多くの人々の憩いの場となり、楽しい活動を経験する中から、ナショナル・トラストを担ってくれる後継者が育って欲しいと期待しているところです。これからも、ご支援をよろしくお願いいたします。
※「森はナゾがいっぱい」には、『現代の広葉樹の森作り』(P263～P269)の章に、当会の活動も紹介されていますので是非ご覧ください。
　
　　　　　　　　　　　　　　《自然観察路について》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　仲村 得喜秀

　2002年から始まった当地での森作りも、今年で11年目になります。当会の森作りの始まりは1990年、南蔵王青少年野営場からになりますが、当時の頃を最近はよく思い出しています。あの頃は、今思えば夢の中にいたのかもしれません。やりたい事がたくさんあって、そのほとんどは夢で終わってしまっています。そんな夢の中から、森作りを自分たちの考えでできていることと、ナショナル・トラストができた事、活動の拠点となる建物ができたことは、とても幸せな事だと思っています。

　そして、当時の夢の一つであった、「自然観察路を作ろう」という目標が、今できています。これから先どうなるかは、まだ全く分かりません。もしかしたら夢で終わるかもしれません。しかし、長く森作りを続けてきたお陰で、自然観察路を作れる場所はできています。作ろうとしている場所は、2002年から2013年まで補植を含めた植林活動を続けてきた所です。ヤマハンノキが突出して伸び、場所によっては10ｍ位に伸びているものもあります。ヤマハンノキの間には、ブナ、ミズナラ、ウリハダカエデ、キハダ、オオヤマザクラなどが植えられていて、伸びたヤマハンノキの下で2～7ｍ位になっています。この森作りが100年かかるとしたら、今はまだ11年しか経っていない時期です。この森は、これから枝打ち、間伐という育林作業を続けていかなくてはなりません。そして、この森は毎年、毎年、その姿を変えていきます。そんな移り変わっていく森の姿を見ていただく自然観察路があってもいいのではないでしょうか。
　日本は無理に森作りをしなくても、放っておけばいずれは森になる国だという考えを、特に学者の方達は持っているようです。しかし、日本ほど自然災害の多い国は無いでしょう。地震、火山、津波など、自然破壊が起きた時、どうやって森を復元するかという事は、ある程度考えておいた方がいいと思います。

　また、地球の温暖化によって、東北のブナ帯は北海道へと移り、東北地方は常緑広葉樹のシイやカシの森になるとも言われています。このままでは多分そうなっていくと思われます。しかし、どれ位の時間で、どういう過程で森がそうなっていくのかは誰も分かっていません。西口先生に聞いても、「そんな研究は誰もやっていない。」と言っていました。どんな虫が、鳥が、動物や菌類が、そこに関わってくるのか誰も分かっていないのです。
　これから私達が作ろうとしている自然観察路は、植物、昆虫、鳥、動物、病原菌などが、森の移り変わりと共に様々な姿を私達に見せてくれるはずです。そのためには、それぞれの分野の専門家の調査が必要です。どれだけ人材が集まってくれるかというのも大事な要素だと思っています。スギやヒノキの人工林を作るのとは違い、落葉広葉樹の森作りは難しいと思います。特にブナは成長が非常に遅く、伸びすぎるヤマハンノキとのバランスをどう取っていくかは、まだまだ課題として残っています。また、せっかく伸びたブナをコウモリガの幼虫に食害され枯らせてしまったり、カミキリムシの食害で枝枯れしたり、また樹液に糖分をもつカエデの仲間はことごとくウサギの食害にあっています。ウサギは他にサクラ、ケヤキ、ヤマボウシも大好物で、この森作りにとっては大きな障害になっています。

この森には鳥や動物や風が、たくさんの木の種子を運んで来てくれます。つまり、植林していない木が生えてきているという事です。この自然観察路には大木はありません。これから伸びていこうとしている木ばかりなので、その木の葉を手で触ってみることができます。鳥の巣も遠くからそっと見ることができます。ヤマナシの実をクマが食べた所や、アナグマの穴もたくさん見ることができます。木も草も動物も全てが変化していくのがこの森の見どころとなるでしょう。
さて、まだ夢の中の話ですが、これからどうなるのでしょうか。ぜひ、この森に来て見てください。そして、森作りに参加してください。

　　　　　　　　　　＜6月に取材を受けました＞
　前回の蔵王の森通信で、「平成24年度の地域づくり総務大臣表彰団体賞」を受賞したことを報告しましたが、その受賞団体を映像に残すための取材を受けました。ネットジャーナリスト協会から担当者が1人カメラを抱えて訪れ、6月の植林祭を中心に4日間熱心にインタビューをして帰りました。植林祭参加者の様子や会員の声、森作りへの思いなどが、インタビューを中心に15分の長さに編集されています。マイクとカメラを前にしての突然のインタビューは、何を話して良いか戸惑ったことでしょう。インタビューに応えてくださった皆さん、ありがとうございました。今後、プロのナレーションや音楽が入り、間もなく完成予定です。

会の活動の様子が部外者の目を通して映像化されることは、どこか面映ゆく落ち着きませんが、今まで気付かなかった新たな視点が見えてきました。完成後は、会の活動の紹介に利用できますので、来年度は大いに宣伝に使いたいと思います。ご覧になりたい方は、完成後（9月末頃？）に視聴方法をホームページに掲載しますので、確認してください。
＜雨不足で、まさかの井戸枯れ＞
今年は春に雨が少なく、植林祭の前に井戸が枯れてしまいました。冷たい美味しい水を提供してくれていたのですが、雨不足で干上がってしまい蓋を開けて覗いても水が見えない状態でした。植林祭の時に水が使えないのは不便で、特に前夜から泊まりがけで苗堀り作業をしてくれた会員には、ポリバケツを持って遠くの湧水まで通うという迷惑をかけてしまいました。本当にご苦労様でした。7月後半から続いた雨のお陰で、8月の定例会からやっと水が出るようになりました。
＜花暦コラムが好評です＞
最近、会員の間で評判なのが、松尾さんが担当している「花暦コラム」です。植林地に咲く花々を、多数の写真を交えながら女性ならではの優しい語り口で紹介していますので、当会のホームページを是非ご覧ください。数多くの花が植林地に咲いているのが分かりますよ。
ホームページ⇒『行事予定』⇒一番下の『GREEN RANGER NEWS』⇒2013年5月以降(5月2と表示)





















































ナショナルトラスト基金報告


　　　　皆様には、ナショナルトラスト基金をお寄せいただき誠にありがと


　　うございました。


２０１３年１月～６月末までの累計は、以下の通りです。


森作りのため今後ともご支援をよろしくお願いいたします。


２０１３年度件数　　　　　　　２４件　(2013年1月～6月末)


２０１３年度金額　　１３４，０００円　(2013年1月～6月末)











